
当たり前

北薩教育事務所 管理課長 加治佐 賢

学校においては，新型コロナウイルス感染防止のため，授業や日常生活，各種行事の在り方
等について，検討・判断を続けなければならない状況が続いている。甲子園，オリンピック，
パラリンピックが開催される中，感染状況により様々な大会やイベントが中止され，寂しさや
悲しさ，悔しさを味わった児童・生徒も多数いるだろう。この時期，学校や地域で実施する芋
掘りや稲刈りなどの体験型学習の報道も少なくなっている気がする。
そんな時，県外の学校で吹奏楽部に所属している中学３年生の作文を読み，考えさせられた。

３か月間の休校となり，部員全員が集まっての部活動停止，コンクール・文化祭の中止など集
大成のイベントがなくなった。悔しさや悲しみの中，学校が再開し，その１週間後部活動も再
開した。まだ部活動ができない学校もあり，活動できるのは，部員一人一人の感染症対策，顧
問の先生や家族をはじめ様々な人のおかげだという内容である。そして最後には，今まで当た
り前と思っていたことは当たり前でなく，コロナの状況が収まっても「当たり前」への感謝の
気持ちを忘れず過ごしていきたいとあった。
大人も子供も，これまでと違った生活のリズムができつつあると思う。ゲームやスマホの長

時間化や運動不足などの課題が見えてきたり，読書や家庭学習，家の手伝いを進んで行ったり
する子供がいると思う。これからの学校行事や地域行事，県外旅行や多人数での会食が，制限
なしで実施できる日がいつになるのか不透明であるが，決められたルールの中でコロナ禍前の
状況に近づくことを願っている。
令和３年度も折り返しに入った。当たり前でない世の中でも，めざす学校像，めざす児童・

生徒像，めざす教師像に向け，取り組んでほしい。
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本地区の学力の概況は上記のとおりです。小学校は，国語，算数共に全国の平均を上回っており，
学校の取組の成果が結果に表れています。中学校においては，国語，数学共に全国平均を下回ってい
ますが，平成31年度の結果と比べると，全国との差が縮まっています。
児童生徒質問紙の結果から，「国語，数学，英語の勉強が好き」と答えた児童生徒が，全国と比べ

ると低いことが分かります。興味・関心を高め，「分かった できた」を実感させる授業づくりを，
各学校で更に進めていく必要があります。基礎・基本の確実な定着を図り，思考・表現の問題にも計
画的に取り組むことで，北薩地区の児童生徒に確かな学力の定着を図っていきましょう。

小学校（６年） 国 語 算 数 中学校（３年） 国 語 数 学
全 国 平 均 正 答 率 64.7 70.2 全 国 平 均 正 答 率 64.6 57.2

県 平 均 正 答 率 67 71 県 平 均 正 答 率 64 56

北薩地区平均正答率 67 71 北薩地区平均正答率 63 55

全国正答率との差 +2.3 +0.8 全国正答率との差 -1.6 -2.2

【児童生徒質問紙の結果から】※ 当てはまる，どちらかと言えば当てはまるの割合
小学校（６年） 中学校（３年）
全国 地区 差 全国 地区 差

国語の勉強は好きですか 58.4 50.0 －8.4 60.8 53.3 -7.5

算数・数学の勉強は好きですか 67.8 69.3 +1.5 59.1 54.5 -4.6

英語の勉強は好きですか 68.2 64.3 －3.9 56.7 54.4 -2.3



実りの秋，食欲の秋，黄金色に実った稲穂を見
ると幸せな気持ちになります。
上の表は，運動習慣調査における「朝食の有無」

のアンケートです。朝食の有無は，生活のリズムや
質を見直すための指標にもなります。就寝時刻，メ
ディアとの関わり，学習の成果等，全国との比較
は，文部科学省のＨＰをご覧ください。規則正し
い生活，朝食の大切さについて，家族でじっくり
考えたいものです。
文部科学省トップ > 教育 > 幼児教育・家庭教育 >

「早寝早起き朝ごはん」国民運動の推進について

【標語の部】
優秀賞 薩摩川内市立東郷学園義務教育学校

３年 岩 月 悠 悟 さん
特 選 長島町立蔵之元小学校

３年 脇 田 新 大 さん
学校賞 長島町立平尾小学校

【ポスター原画の部】
特 選 薩摩川内市立里小学校

１年 大 村 璃 王 さん
薩摩川内市立手打小学校
２年 外戸口 将 摩 さん
６年 原 明朱叶 さん

学校賞 薩摩川内市立手打小学校

受賞おめでとうございます。今年も多くの子供
たちからの応募をいただきました。コロナウイル
ス感染症拡大防止の対応をしながらの県民週間と
なりますが，地域の皆様に教育について考えてい
ただく絶好の機会です。各学校での取組をよろし
くお願いします。

家族の就職，転居や家賃額の改定，通勤（経路）
方法の変更などがあれば届出が必要です。
届出が遅れると多額の返納が生じる場合もあり

ますので御注意ください。
手当の種類 届出が必要な主な事例

扶養手当
・雇用契約の変更や就労日の増加に伴う
扶養親族の所得超過（年額130万円以上の
恒常的な所得が見込まれる場合（注１））

住居手当 ・転居，家賃額の改定

通勤手当
・通勤経路や通勤方法の変更
・高速認定における車種の変更

単身赴任手当 ・家族と同居した場合
（注１）障害者年金や雇用保険の失業給付等も収入に含まれます。

平成31年度に策定した学校における業務改善アクションプランは，本
年度が最終年度となります。各学校では，９月に実施されたフォローア
ップ調査を踏まえ，これまでの成果や課題を分析し，今後どのような取
組をしていくか検討されていると思います。北薩地区の教職員が取り組
んでいる「１Try」の実践事例を紹介します。今後の取組に生かしてくだ
さい。
【教職員一人一人がそれぞれ課題意識をもって取り組む効果的な「１Try」
○ ICT機器を活用した業務のスケジュール管理
○ 学年全体で共有することを目的とした教材プリントのストック
○ 紙面によるアンケートからWebアンケートへの変更
○ 職員会議資料を拡大印刷し掲示することによる行事黒板の簡素化

「体力アップ！
チャレンジかごしま」

コロナ禍の中でも，運動
習慣の育成や体力向上を
図るために，積極的に取り
組んでいただき，前期は北
薩地区で８割の学校が申
告しました。
本地区における児童生

徒の体力が，県と比較して
高い傾向にあるのは，各学
校における取組の成果で
あると思います。
今後も感染症対策を講

じながらの取組をお願いし
ます。

合同計画訪問

２年連続のコロナ下での合同
計画訪問が終わりました。計画，
打合せの段階から，調整・変更
等に対応してくださり，ありが

とうございました。感染リスク軽減のために，参観
人数を減らしたり，給食時間の会食場面を避けたり
するなど，各市町及び各学校の感染症対策の徹底を
感じることができました。
また，児童生徒の学習する姿や活動場面，学校の

雰囲気等から，「北薩の授業づくり３ポイント」を
意識した取組を確認することができ，特にＩＣＴの
活用については，タブレットやアプリの機能を充分
に生かした取組も見ることができました。

連載 かごしま「ＧＩＧＡスクール」推進
（研修会の様子）

【令和３年度北薩地区ＩＣＴ活用研修会：令和３年９月７日（火）オンライン開催】

今回は，標記の研修会を紹介します。当初，中学校を対象とした集合型の研修会を予定し
ていましたが，感染状況を鑑み，オンライン開催で実施しました。
各市町からの事例発表では，学校における取組が紹介され，意見交換は限られた時間の中

で，各学校の実情をお互いに知る機会となりました。
事務所としては「初」のオンライン開催でしたが，今後につながる研修会となりました。

10月になっても真夏日が連続して15日以上続いた今年の秋も，ようやく落
ち着いてきました。つかの間の「○○の秋」を愉しむ時間を意識してつくり，
さまざまな感染症に負けない充実した冬にしたいものです。

編 集
後記

朝食の有無

（％）

毎日食べる 食べない日がある 毎日食べない

地区 県 地区 県 地区 県

小学校男子 82.7 83.0 16.5 13.6 0.8 1.4

小学校女子 84.4 85.2 15.4 13.9 0.3 0.9

中学校男子 85.8 84.1 11.9 13.2 2.3 2.7

中学校女子 84.4 83.4 13.7 14.7 1.9 1.9


